第３部　無機物質
No.6
　　　　　　　　　　　　学習日　　　月　　日（　　）　提出期限　　月　　日（　　）
第２章　典型金属元素
第1節　アルカリ金属とその化合物（教Ｐ212～215）
【アルカリ金属】　
①価電子（　　　）個、（　　　）価の（　　　）イオンになりやすい。　　　　※
②単体は（　　　）と激しく反応。　→実験ワークシート　実験１
【反応式】
　　③（　　　　）中に保存。　④炎色反応を示す。　→実験ワークシート　演示実験

【水酸化ナトリウムNaOH】
　　①水に溶けて（　　　　　）性を示す。　　②（　　　　）性をもつ。
　　③（　　　　　　）、（　　　　）などの原料に用いられる。

【炭酸ナトリウムNa2CO3】　　　　　
　　①（　　　）色固体で、水に溶けて（　　　　）性を示す。
　　②炭酸ナトリウム十水和物（　　　　　　　　　　　）は（　　　　）性がある。
　　③塩酸と反応し、二酸化炭素を発生する。
【反応式】
④製法　（　　　　　　　　　　）法

【炭酸水素ナトリウムNaHCO3】
　　①（　　　）色粉末で、水に少し溶けて（　　　　　）性を示す。
　　②熱分解し、炭酸ナトリウム、二酸化炭素と水を生じる。→実験ﾜｰｸｼｰﾄ　実験１
【反応式】
　　③塩酸と反応し、二酸化炭素を発生する。
【反応式】
[image: ]
【アンモニアソーダ法】
→実験ﾜｰｸｼｰﾄ　実験２	
　　1866年ベルギーのソルベーが
考案した炭酸ナトリウムの工業
的製法。
【反応式】
　①　　　　　　　　　　　　　 
[bookmark: _GoBack]②　　　　　　　　　　　　　
③　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
④　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
⑤　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
①～⑤式をまとめると　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
第2節　2族元素とその化合物（教Ｐ216～219）
【２族元素】　
　　①価電子（　　　）個、（　　　）価の（　　　）イオンになりやすい。
　　②単体は（　　　）と反応し、水酸化物と水素を生じる。
【反応式】
③炎色反応を示す。→実験ワークシート　演示実験

【水酸化カルシウムCa(OH)2】
　　①（　　　　　）とも呼ばれ、白色の固体。水溶液は（　　　　　）性。
　　②飽和水溶液を（　　　　　）という。
　　③製法　酸化カルシウムに水を反応させる。　→実験ﾜｰｸｼｰﾄ　実験2
【反応式】

【酸化カルシウムCaO】
　　①（　　　　）とも呼ばれ、（　　　）色の固体。
　　②製法　炭酸カルシウムを強熱する。【反応式】CaCO3　→　CaO　＋　CO2
　　　　　　　
【炭酸カルシウムCaCO3】　
　　①石灰石や（　　　　　）、（　　　　　）、貝殻の成分。
　　②CO2を含む水に溶け、Ca(HCO3)2を生じて溶ける。
【反応式】
　　③製法　石灰水にCO2を通じる。
【反応式】

【硫酸カルシウムCaSO4】　
①セッコウ（　　　　　　　　　　）として天然に産出され、（　　　　　　）や（　　　）などに用いられる。
　　②セッコウを約140℃に加熱すると焼きセッコウになる。
 (
Check!!
　理解できたものに□にﾁｪｯｸ
✔
をつけよう。
□　
アルカリ金属、アルカリ土類金属の単体は、水や空気中の酸素と反応するため、灯油中に保存する。
□　
NaOH
は潮解性があり、水に溶けると強い塩基性を示す。
□　
Na
2
CO
3
はアンモニアソーダ法によって生成される。
□　
CaCO
3
は
HCl
と反応したり、加熱すると
CO
2
を生じる。
□　
CaO
は生石灰とよばれ、水と反応して
Ca(OH)
2
となる。
□　
Ca
、
Ba
を含む水溶液に硫酸、炭酸アンモニウムを加えると白色沈殿が生じる。
□　
炎色反応を示す金属、その色を覚えている。
)【反応式】CaSO4・2H2O　→　CaSO4・1/2H2O　＋　3/2H2O










　　　　　　　　　　　　学習日　　　月　　日（　　）　提出期限　　月　　日（　　）
第２章　典型金属元素
第1節　アルカリ金属とその化合物（教Ｐ212～215）
【アルカリ金属】　Li、Na、K、Rb、Cs、Fr
①価電子（　１　）個、（　１　）価の（　陽　）イオンになりやすい。　　　　※
②単体は（　水　）と激しく反応。　→実験ワークシート　実験１
【反応式】2Na　＋ 2H2O　→　2NaOH　＋　H2
　　③（　灯油　）中に保存。　④炎色反応を示す。　→実験ワークシート　演示実験

【水酸化ナトリウムNaOH】
　　①水に溶けて（　強塩基　）性を示す。　　②（　潮解　）性をもつ。
　　③（　セッケン　）、（　染料　）などの原料に用いられる。

【炭酸ナトリウムNa2CO3】　　　　　※CO32－ ＋ H2O ⇔ HCO3－ ＋ OH－
　　①（　白　）色固体で、水に溶けて（　塩基　）性を示す。
　　②炭酸ナトリウム十水和物（　Na2CO3・10H2O　）は（　風解　）性がある。
　　③塩酸と反応し、二酸化炭素を発生する。
【反応式】Na2CO3　＋ 2HCl　→　2NaCl　＋　H2O　＋　CO 2
④製法　（　アンモニアソーダ　）法

【炭酸水素ナトリウムNaHCO3】※ふくらし粉（ﾍﾞｰｷﾝｸﾞﾊﾟｳﾀﾞｰ）などに用いられる。
　　①（　白　）色粉末で、水に少し溶けて（　弱塩基　）性を示す。
　　②熱分解し、炭酸ナトリウム、二酸化炭素と水を生じる。→実験ﾜｰｸｼｰﾄ　実験１
【反応式】2NaHCO3　→　Na2CO3　＋　H2O　＋　CO 2
　　③塩酸と反応し、二酸化炭素を発生する。
【反応式】NaHCO3　＋HCl　→　NaCl　＋　H2O　＋　CO 2
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【アンモニアソーダ法】
→実験ﾜｰｸｼｰﾄ　実験２	
　　1866年ベルギーのソルベーが
考案した炭酸ナトリウムの工業
 (
NH
4
Cl
)的製法。
 (
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)【反応式】
　①CaCO3 → CaO ＋ CO 2
②CaO  ＋ H2O → Ca(OH)2
③NaCl ＋ H2O ＋ NH3 ＋　CO 2 → NaHCO3 ＋ NH4Cl
④2NH4Cl　＋　Ca(OH)2　→　CaCl2　＋　2H2O　＋　2NH3
⑤2NaHCO3　→　Na2CO3　＋　H2O　＋　CO 2　　　　　
①～⑤式をまとめると　　CaCO3 ＋ 2NH4Cl → Na2CO3 ＋ CaCl2　　
第2節　2族元素とその化合物（教Ｐ216～219）
【２族元素】　Be、Mg、Ca、Sr、Ba、Ra　※Be、Mgを除いてアルカリ土類金属
　　①価電子（　2　）個、（　2　）価の（　陽　）イオンになりやすい。
　　②単体は（　水　）と反応し、水酸化物と水素を生じる。
【反応式】Ca　＋　2H2O　→　Ca(OH)2　＋　H2
③炎色反応を示す。→実験ワークシート　演示実験
※Be、Mgはアルカリ金属に含めない。常温の水とは反応せず、硫酸塩は沈殿をつくらない、炎色反応も示さない。
【水酸化カルシウムCa(OH)2】
　　①（　消石灰　）とも呼ばれ、白色の固体。水溶液は（　強塩基　）性。
　　②飽和水溶液を（　石灰水　）という。
　　③製法　酸化カルシウムに水を反応させる。　→実験ﾜｰｸｼｰﾄ　実験2
【反応式】CaO　＋　H2O　→　Ca(OH)2

【酸化カルシウムCaO】
　　①（　生石灰　）とも呼ばれ、（　白　）色の固体。
　　②製法　炭酸カルシウムを強熱する。【反応式】CaCO3　→　CaO　＋　CO2
　　　　　　　※アンモニアソーダ法においてはをCO2再利用
【炭酸カルシウムCaCO3】　※CaとBaを含む水溶液に (NH4)2CO3を加えると白色沈殿を生じる
　　①石灰石や（　大理石　）、（　サンゴ　）、貝殻の成分。
　　②CO2を含む水に溶け、Ca(HCO3)2を生じて溶ける。
【反応式】CaCO3　＋　CO2　＋　H2O　→　Ca(HCO3)2
　　③製法　石灰水にCO2を通じる。
【反応式】Ca(OH)2　＋　CO2　→　CaCO3　＋　H2O

【硫酸カルシウムCaSO4】　※CaとBa、Pbを含む水溶液に硫酸を加えると白色沈殿を生じる
①セッコウ（　CaSO4・2H2O　）として天然に産出され、（　建築材料　）や（　塑像　）などに用いられる。
　　②セッコウを約140℃に加熱すると焼きセッコウになる。
 (
Check!!
　理解できたものに□にﾁｪｯｸ
✔
をつけよう。
□　アルカリ金属、アルカリ土類金属の単体は、水や空気中の酸素と反応するため、灯油中に保存する。
□　
NaOH
は潮解性があり、水に溶けると強い塩基性を示す。
□　
Na
2
CO
3
はアンモニアソーダ法によって生成される。
□　
CaCO
3
は
HCl
と反応したり、加熱すると
CO
2
を生じる。
□　
CaO
は生石灰とよばれ、水と反応して
Ca(OH)
2
となる。
□　
Ca
、
Ba
を含む水溶液に硫酸、炭酸アンモニウムを加えると白色沈殿が生じる。
□　炎色反応を示す金属、その色を覚えている。
)【反応式】CaSO4・2H2O　→　CaSO4・1/2H2O　＋　3/2H2O
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